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2012年 4月 1日～ 2013年 3月 31日

看護学科　

1．学会、研究会、講演
 ◇Adachi H, Kondo H, Akiyama M, Hayashi S：POSITIVE EXPERIENCES OF STUDENTS IN THE PSYCHIATRIC NURSING TRAINING - 

FOCUSING ON THE CONTENTS OF THEIR EXPERIENCES-：The 16th East Asian Forum of Nursing Scholars （EAFONS） , February 

21-22，2013．Bangkok, Thailand.

 ◇佐藤和佳子，形上五月，上山真美，阿部桃子，堀江竜弥，陶山啓子，小泉美佐子，泉キヨ子：根拠に基づく高齢者排尿誘導法

ガイドラインの開発（1）－開発方法の妥当性に関する検討（中間報告）－：第25回日本老年泌尿器科学会，2012．6．1．徳

島

 ◇阿部桃子，陶山啓子，形上五月，上山真美，堀江竜弥，小泉美佐子，泉キヨ子，佐藤和佳子：根拠に基づく高齢者排尿誘導法

ガイドラインの開発（2）－国外文献のパイロット検索に関する報告－：第25回日本老年泌尿器科学会，2012．6．1．徳島

 ◇堀江竜弥，上山真美，形上五月，泉キヨ子，小泉美佐子，陶山啓子，阿部桃子，佐藤和佳子：根拠に基づく高齢者排尿誘導法

ガイドラインの開発（3）－排尿誘導に関する国内文献検討－：第25回日本老年泌尿器科学会，2012．6．1．徳島

 ◇井上理絵，阿部桃子，松元由香，今枝智穂，田中博子，坂田直美：認知症をもつ独居高齢者と支える家族の独居継続への思い：

第13回日本認知症ケア学会大会，2012．5．20．浜松

 ◇岩崎和代：子宮頚がん検診率にかかわる20歳世代の検診意識と課題．第29回東京母性衛生学術集会，29：41，2012．東京

 ◇齋藤益子，岩崎和代，濱嵜真由美，青木康子：助産外来で活用できる助産診断名．第29回東京母性衛生学術集会，29：41，

2012．東京

 ◇Kazuyo I, Masuko S, Mayumi H, Yasuko A：Positive diagnosis for the development of attachment. NANDA Inetrnational 40Th 

Anniversary Biennial Conference．40：5，2012．Thuston

 ◇Kazuyo I：Study on Improvement of the Cervical Cancer Screening Rate as a Population Approach. The 12th Asia-Oceania 

Congress of Sexology. 12：120，2012，Japan

 ◇齋藤益子，熊澤美奈好，菊地敦子，濱嵜真由美，岩崎和代，片山美那子，渡辺久枝（日本助産診断・実践研究会）：交流セッショ

ン4，マタニティ診断を考える，第18回看護診断学会学術集会，京都

 ◇近藤浩子，小宮浩美，戸田美紀，島村真木，浦尾悠子：看護師のセルフケアのためのヒーリングタッチ，日本看護科学学会第

32回学術集会，2012．12．1．東京

 ◇坂本すが：チーム医療について：神戸学院大学薬学部卒後研修会，2012．4．21．神戸

 ◇坂本すが：病院における「看護の質」の向上－質向上のための看護の役割：日本生産性本部 日本版医療MB賞研究会 講演，

2012．4．27．東京

 ◇坂本すが：看護論：福島県看護教員養成講習会，2012．7．6．福島

 ◇坂本すが：看護管理論：滋賀医科大学大学院医学系研究科修士課程講義，2012．7．14．滋賀

 ◇坂本すが：保健医療福祉政策論・保健医療福祉政策：公益社団法人愛知県看護協会認定看護管理者サードレベル，2012．7．

15．愛知

 ◇坂本すが：看護管理論：国公私立大学病院看護管理者研修，2012．8．20．千葉

 ◇坂本すが：看護の未来を拓く教育：第43回日本看護学会，2012．9．5．岩手

 ◇坂本すが：医療制度改革の中で看護職が果たすべき役割：山形大学医学部附属病院講演会，2012．9．15．山形

 ◇坂本すが：チーム医療について：日本診療放射線技師学術大会　招待講演，2012．9．29．愛知

 ◇坂本すが：看護師とは何をする仕事か：長野県看護教育研究会，2012．10．6．長野

 ◇坂本すが：ヘルスケアサービスの経営と質管理・経済性：公益社団法人埼玉県看護協会認定看護管理者サードレベル，2012．

12．22-23．埼玉

 ◇坂本すが：目覚めよ！看護の力：公益社団法人大分県看護協会「第35回大分県看護研究学会」特別講演，2013．2．3．大分

 ◇吉川悦子，渡井いずみ，錦戸典子，岡久ジュン，佐々木美奈子，伊藤美千代：がんと就業に関する産業看護職の支援上の困難

と課題：フォーカス・グループ・インタビューの結果から：第32回日本看護科学学会学術集会，2012．12．1．東京
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 ◇佐々信子，佐々木美奈子，竹内朋子，坂本すが：中堅看護師の職務の満足感・継続意識と臨床実践力及び他者からの承認との

関連：第16回日本看護管理学会年次大会，2012．8．23．札幌 

 ◇大橋純江，佐々木美奈子，竹内朋子，坂本すが：臨床看護師の主観的職業威信（職業に対する「誇り」）に関する研究：第16

回日本看護管理学会年次大会，2012．8．24．札幌

 ◇藤久美子，佐々木美奈子，竹内朋子，坂本すが：手術室職場内ハラスメントの実態と医療安全風土への影響に関する研究：第

16回日本看護管理学会年次大会，2012．8．24．札幌 

 ◇武村敏弘，佐々木美奈子，坂本すが：精神科男性看護師の熟達した暴力防止技術とその習得過程：第16回日本看護管理学会年

次大会，2012．8．24．札幌 

 ◇渡井いずみ，吉川悦子，錦戸典子，岡久ジュン，佐々木美奈子，伊藤美千代：がんと就労に関する産業看護職の支援状況と課

題（第1報）－フォーカス・グループ・インタビューの結果から－：第85回日本産業衛生学会，2012．6．2．名古屋

 ◇岡久ジュン，錦戸典子，渡井いずみ，吉川悦子，佐々木美奈子，伊藤美千代：がんと就労に関する産業看護職の支援状況と課

題（第2報）－労働者本人，上司・同僚，人事労務担当者への支援の実態－：第85回日本産業衛生学会，2012．6．2．名古屋

 ◇錦戸典子，岡久ジュン，渡井いずみ，吉川悦子，佐々木美奈子，伊藤美千代：がんと就労に関する産業看護職の支援状況と課

題（第3報）－支援実践への関連要因と課題－：第85回日本産業衛生学会，2012．6．2．名古屋

 ◇末永由理，野田奈津子，宮本千津子，安藤瑞穂，高野海哉：新人看護職員研修における新人看護職員研修ガイドライン活用の

実態：第16回日本看護管理学会年次大会，2012．8．24．札幌

 ◇野田奈津子，宮本千津子，末永由理，安藤瑞穂，坂本すが：新人看護職員研修ガイドラインの適用に影響を及ぼす組織の実状：

第16回日本看護管理学会年次大会，2012．8．23．札幌

 ◇安藤瑞穂，末永由理，野田奈津子，宮本千津子，高野海哉：新人看護職員研修の責任者が考える研修実施に必要な支援：第16

回日本看護管理学会年次大会，2012．8．24．札幌

 ◇砂村京子：学校救急看護の体系化のための視点と学会活動：日本学校救急看護学会第7回学術集会．2012．12．15．東京都

 ◇砂村京子：実技研修「DVD視聴によるエピペンの試技」：日本学校救急看護学会第7回学術集会．2012．12．15．東京都

 ◇砂村京子：養護教諭が行うフィジカルアセスメント－学校救急看護の視点から－：栃木県養護教育研究会第1回レベルアップ

研修会．2012．8．23．宇都宮市

 ◇砂村京子：救急処置事例検討会：茨城県龍ケ崎市養護教諭会研修会．2012．7．31．龍ケ崎市

 ◇竹村佳那子：摂食障害の生徒への養護教諭の支援－質問紙調査の自由記載に基づいて－：日本学校健康相談学会，2013．3．

16．東京

 ◇竹村佳那子，豊岡美智子，小倉智望：被災地の”いま”：日本学校健康相談学会，2013．3．16．東京

 ◇竹村佳那子，中下富子：学校保健分野から捉えた摂食障害に関する文献検討：日本学校保健学会，2012．11．11．神戸

 ◇鈴木みゆき，井手元美奈子，荻津真理子，尾﨑博美，笹川まゆみ，砂村京子，竹村佳那子，豊岡美智子，大谷尚子：日々の救

急処置を省察することで得られた子どもの見方・かかわり方－プロセスレコードによる事例検討－：日本学校救急看護学会，

2012．12．15．東京

 ◇野田奈津子，宮本千津子，末永由理，安藤瑞穂，坂本すが：新人看護職員研修を担う教育担当者に必要とされる力：第32回日

本看護科学学会学術集会，2012．12．1．東京

 ◇千明政好，濱本淳子，原田竜三，山勢博彰：救急部門の看護師が認識している救急看護師の役割：日本クリティカルケア看護

学会，2012．6．3．東京

 ◇千明政好，濱本淳子，原田竜三，山勢博彰：救急部門の看護師が認識している救急看護師に必要な能力：日本クリティカルケ

ア看護学会，2012．6．3．東京

 ◇原田竜三，千明政好，濱本淳子，山勢博彰：救命救急センターで亡くなる患者の家族に実施している看護ケアと有効だと認識

するケア，第14回日本救急看護学会学術集会，2012．11．3．東京．

 ◇濱本淳子，原田竜三，千明政好，立野淳子，山勢善江，山勢博彰：JTASプロトタイプ導入前後の患者満足度の比較，第14回日

本救急看護学会学術集会，2012．11．3．東京

 ◇山崎千寿子，宮本千津子：看護業務を他看護師に依頼する方法を学ぶ演習の成果と課題：第16回日本看護管理学会年次大会，

2012．8．24．札幌

 ◇山崎千寿子，宮本千津子：チームで協働することを経験する学内演習の学びと課題：第32回日本看護科学学会学術集会，

2012．11．30．東京
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 ◇横山美樹：看護基礎教育におけるフィジカルアセスメント教育の授業展開と教授法：日総研グループ公開セミナー，2012．5．

19．福岡

 ◇横山美樹：看護基礎教育におけるフィジカルアセスメント教育の授業展開と教授法：日総研グループ公開セミナー，2012．6．

2．岡山

 ◇横山美樹：看護基礎教育におけるフィジカルアセスメント教育の授業展開と教授法：日総研グループ公開セミナー，2012．7．

29．名古屋

 ◇横山美樹：フィジカルアセスメントを臨床現場、臨地実習で活用しよう！：日本看護技術学会第11回学術会　交流セッション

Ⅴ，2012．9．15．福岡

 ◇横山美樹：看護基礎教育におけるフィジカルアセスメント教育の授業展開と教授法：日総研グループ公開セミナー，2012．

11．11．大阪

 ◇横山美樹：看護基礎教育におけるフィジカルアセスメント教育の授業展開と教授法：日総研グループ公開セミナー， 2012．

12．9．東京

 ◇横山美樹：看護基礎教育におけるフィジカルアセスメント教育の授業展開と教授法：日総研グループ公開セミナー，2013．3．

17．福岡

 ◇田畑有理沙，島田祥子，米山万里枝：主体的な出産に向けたバースプランの活用　－初産婦と経産婦へのかかわりの相違－　

第30回東京母性衛生学会，2012．520．東京

 ◇山崎典子，菱沼由梨，樋口実里，米山万里枝：主体的な出産の概念分析，2012．77．第12回 日本母子看護学会．東京．

 ◇土方なつき，菱沼由梨，米山万里枝：胎児に異常があると予見された妊婦の出産までの心理，2012．7．7．第12回 日本母子

看護学会．東京

 ◇古川沙絵・島田祥子・米山万里枝：国内における正常分娩直後のカンガルーケアの現状と課題．2012．7．7．第12回 日本母

子看護学会．東京

 ◇安井大輔，日本循環器看護学会編集委員：第9回日本循環器看護学会学術集会編集委員会主催セミナー「次なるステップへ！

投稿論文」：第9回日本循環器看護学会学術集会，2012．9．23．神戸．

 ◇渡會睦子，長井沙樹，佐々木美奈子：現代の中学生・高校生の性意識・性行動と孤独感に関する研究：第31回日本思春期学会

総会・学術集会，2012．9．1．長野

 ◇渡會睦子，山本奈央：中学生・高校生における自己肯定意識と性意識に関する研究：日本性感染症学会，2012．12．9．岐阜

県岐阜市

 ◇富樫宏明．渡會睦子．小林寛伊：自己血血液製剤を用いた歯科再生医療における感染制御の課題：日本環境感染学会，2013．3．

2．神奈川県横浜市

 ◇渡會睦子：｢シンポジウム1：若者へのSTI予防啓発について－最大の防波堤とするために－」若者の発達段階とSTI予防啓発方

法について：日本性感染症学会，2012．12．8．

 ◇渡會睦子：性感染症予防につながる発達段階に応じた性教育：川崎STI研究会，2013．2．23．神奈川県川崎市

 ◇渡會睦子：健康相談スタッフの育成方法：中華人民共和国・JICAによる家庭保健を通じた感染症予防等健康教育強化プロジェ

クト，2012．5．13-16．中華人民共和国

 ◇渡會睦子：生きるための心（性）の教育：品川区連携講座，2012．5．27．東京都品川区

 ◇渡會睦子：生きるための心の教育：日本家族計画協会ショートセミナー，2012．6．17．福岡県福岡市

 ◇渡會睦子：生きるための心の教育を知って自分の心と体を守ろう：平成24年度鳥取西高等学校における教育講演会，2012．6．

28．鳥取県鳥取市

 ◇渡會睦子：健康相談：中華人民共和国・JICAによる家庭保健を通じた感染症予防等健康教育強化プロジェクト，2012．9．11-

13．中華人民共和国

 ◇渡會睦子：高知県中芸広域連合における地域診断：平成24年度高知県中芸広域連合保健師　地域保健活動研修会，2012．9．

19．2013．2．25．高知県田野町

 ◇渡會睦子：思春期の性と生：御代田中学2年生性感染症予防講演会，2012．11．2．長野県御代田町

 ◇渡會睦子：生きるための心の教育：中学生性感染症予防講演会，2012．11．15．千葉県八千代市

 ◇渡會睦子：地域診断と公衆衛生活動：山形県立保健医療大学　地域看護方法論，2012．11．16．山形県山形市

 ◇渡會睦子：生きるための心の教育（性教育）を知って宮崎の子どもたちを守る：宮崎県健やか妊娠推進のための研修会，2013．2．

5．宮崎県宮崎市
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 ◇渡會睦子：生きるための心の教育：平成24年度　エイズ予防・麻疹対策研修会，2013．2．14．宮城県仙台市

 ◇渡會睦子：性感染症予防につながる発達段階に応じた性教育：宮第9回川崎STI研究会，2013．2．23．神奈川県川崎市

 ◇渡會睦子：地域の子どもたちを守るための地域診断と生きるための心の教育：平成24年度学校保健・地域保健担当者連絡会議，

2013．3．5．千葉県山武市

2．原著論文、総説・短報等
 ◇小澤知子，術後の早期離床援助における看護師を対象とした研究の動向と課題．東京医療保健大学紀要 2013；第7巻第1号： 

11-17．

 ◇近藤浩子，小宮浩美，浦尾悠子．癒し技法としてのタッチの受け者と施行者における効果に関する研究．東京医療保健大学紀

要 2013；7（1）：1-10．

 ◇松谷千枝，佐々木美奈子，武村雪絵，菅田勝也． 指示書の読みにおける看護師の読み方と見誤り：眼球運動測定を通して．医

療の質・安全学会誌 2012；7（1）19-29．

 ◇竹内朋子，戸ヶ里泰典，佐々木美奈子，真田弘美． 新卒看護師の職業コミットメント－入職前後の変動ならびに職業継続意

欲との関連性－．日本看護管理学会誌 2012 ；16（1）5-12．

 ◇砂村京子．養護教諭が生徒へ「かかわるという行為」に関する一考察－かかわりのモード転換と生徒理解の枠組み－．学校救

急看護研究 2013；6：60-69．

 ◇大谷尚子，砂村京子．学校における救急車搬送に伴う現状と課題．学校救急看護研究 2013；6：8-17．

 ◇砂村京子．学校救急看護の体系化のための視点と学会活動．学校救急看護研究 2013；6：48-52．

 ◇砂村京子，村山貴子，秋山緑．統合失調症の生徒への学校生活支援のあり方－事例分析から保健室と養護教諭の役割を探る－．

学校健康相談研究 2013；9（2）：104-118．

 ◇河野千枝，砂村京子，杉山道，阿部寿美子，中川裕子，根本光子，大滝しのぶ，笹川まゆみ，菅原優子，舘野智子，大谷尚

子．養護教諭の見立ての力量形成に関する研究（第2報）－事例検討による「見立て」についての考察－．学校健康相談研究 

2013；9（2）：129-137．

 ◇鈴木みゆき，砂村京子，荻津真理子，尾﨑博美，竹村佳那子，井手元美奈子，笹川まゆみ，豊岡美智子，大谷尚子．日々の救

急処置を省察することで得られた養護の視点－プロセスレコードによる事例検討－．学校救急看護研究 2013；6：70-79．

 ◇駿河絵理子．褥婦のストレスに対するリフレクソロジー実施後の心理的・生理的反応の検討．日本看護研究学会雑誌 2012；

35：89-98．

 ◇富岡晶子，前田留美，中尾秀子，村上育穂，武田鉄郎，丸光惠．小児慢性疾患患者の成人医療への移行に関する特別支援学校

教員を対象とした調査．小児保健研究 2013；72（1）：81-87．

 ◇濱本淳子，山勢博彰，立野淳子，千明政好，原田竜三，山勢善江：JTASプロトタイプ導入後の看護師によるトリアージの変化，

日本臨床救急医学会雑誌，2012年6月；15（3）：393－400

 ◇山崎千寿子，武内和子．卒業年次学生における「チームで協働する」ことの認識と経験．川崎市立看護短期大学紀要 2012；

17：1-8

 ◇渡會睦子．郵送検査における陽性率からみたその意義と役割．日本性感染症学会誌 2012；23（1）：124-130．

 ◇渡會睦子，関口まどか．高校生の自己肯定感と性的態度等の関連性に関する研究．日本性科学会 2012；30（1）：35-43．

3．著書
 ◇青木康子，岩崎和代，片山美都子，菊地敦子，熊澤美奈好，小山厚子，齋藤益子，柴田真理子，濱嵜真由美，弘末睦子，渡辺久枝．

日本助産診断・実践研究会編著．マタニティ診断ガイドブック第4版：新生児期担当，医学書院，2013，174-214

 ◇北島正樹総編集．岩﨑和代分担執筆，医療福祉をつなぐ関連職種連携：助産師担当，南江堂，2013，113

 ◇小澤知子，宮本千津子，「研修の評価をする」だれがいつ評価をするか，於：宮本千津子，末永由理，坂本すが編．新人看護

職員研修ナビゲート．東京：日本看護協会出版会 2013；114-117．

 ◇森尾友宏，富岡晶子，77風疹．於：井上智子，佐藤千史編．病期・病態・重症度からみた疾患別看護過程＋病態関連図．第2版．

東京：医学書院　2012；1419-1428．

 ◇原田竜三：救急患者の観察とアセスメント　筋・骨格系．於：山勢博彰編．系統看護学講座　救急看護学第5版．東京：医学

書院2012；147-150．
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 ◇原田竜三：救急患者の観察とアセスメント　緊急時検査，於：山勢博彰編．系統看護学講座　救急看護学第5版．東京：医学

書院2012；106-114．

 ◇原田竜三：リンデマンの古典的悲嘆プロセスモデル．於：山勢博彰編．Emergency care 2013 みんなの危機理論，メディカ出

版2012．55-58．

 ◇原田竜三：悲嘆過程にある家族．於：山勢博彰編．Emergency care 2013　みんなの危機理論，メディカ出版2012．102-104．

 ◇菱沼由梨．，助産師の教育力．於：柳井晴夫，井部俊子編．看護を測る 因子分析による質問紙調査の実際．東京：朝倉書店 

2012；85-97．

 ◇野崎真奈美，林直子，佐藤まゆみ，鈴木久美，横山美樹，山田緑．成人看護技術　生きた臨床技術を学び看護実践能力を高める．

東京：南江堂　2012．5-13，56-68．

4．記録、商業誌、報告書（科学研究費等助成事業に関するもの）、その他
 ◇島田多佳子，山根美保，横山美樹：看護技術における手技内容の比較および学生参加を意識した視覚化教材の作成と評価．大

学教育と情報  2012；2：20-22．

 ◇富岡晶子，梶山祥子，秦裕美．第9章　退院に向けた支援．於：内田雅代編．小児がん看護ケアガイドライン2012．平成

21-24年度科学研究費補助金基盤研究（B）「小児がんの子どもと家族を中心とした多職種協働チームの看護師支援プログラム

の開発」（研究代表者：内田雅代）2012；57-59．

 ◇原田竜三．フィジカルアセスメントのOSCE導入による臨地実習の効果．看護人材教育2012；9（2）：71-75．

 ◇横山美樹，平成24年度医療・介護等関連分野における規制改革・産業創出調査研究事業（医療・介護周辺サービス産業創出調

査事業），看護師等専門職における公的保険外サービス提供可能性調査報告書，2012．

 ◇池ノ上克，金子政時，米山万里枝，村上明美，久保敦子：厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究業）平成24

年度「看護師等の高度な臨床実践能力の評価及び向上に関する研究」分担研究「看護師等の高度な臨床実能力の評価及び向上

に関する研究」の助産師外来・院内助産所の現状と課題に関する調査

 ◇渡會睦子．【災害と思春期支援】災害と思春期への支援（宮城県）．思春期学2012；30（2）．213-217．

 ◇渡會睦子．震災における生と性を守る活動．現代性教育研究ジャーナル 2012；14：1-5．

 ◇渡會睦子．福島の保健師は今　南相馬市を中心に．地域保健 2012；43（4）：16-47．

医療栄養学科

1．学会、研究会、講演
 ◇Onuki K, Shibata S, Mutoh A, Ioroi R, Noguchi T： Functional effect of puffer fish liver on learning and memory ability as well as 

nutrition in mouse：16th International Congress of dietetics, 6 Sep. 2012. Sydney Australia

 ◇Onuki K, Shimada T, Shibata S, Ioroi R, Noguchi T：Processed foods development of nontoxic puffer fish liver：16th International 

Congress of dietetics, 6 Sep. 2012. Sydney Australia

 ◇秋山聡子，大舘順子，大滝直人，君羅満：日本人女性における鉄･亜鉛･銅の摂取量と血清中濃度の関連：第59回日本栄養改善

学会学術総会， 2012．9．14．名古屋

 ◇神田裕子：機能性米を使用した介入試験における体調に及ぼす影響：第83回日本衛生学会学術総会，2013．3．24-26．金沢

 ◇神田裕子，豊田元： 機能性米を使用した栄養介入試験を通じた食育への影響：第12回日本健康栄養システム学会，2012．6．

23-24．盛岡

 ◇神田裕子，豊田元：玄米および発芽米摂取による栄養学的効果について：第34回日本臨床栄養学会，2012．10．6-7．東京

 ◇神田裕子，豊田元：クエン酸摂取が疲労回復や自覚的体調に及ぼす影響： 第10回日本予防医学会，2012．11．24-25．広島

 ◇辻茜，高原茜，神田裕子，豊田元：クエン酸摂取が乳酸値動態および自覚的体調に及ぼす影響：第59回日本栄養改善学会，2012． 

9．12-14．名古屋

 ◇Kitajima Y, Sato Y：Relationship between visceral fat area, percentage of body fat and prevalence of cardiovascular disease in 

chronic dialysis patients：34st ESPEN （The European Society for Clinical Nutrition and Metabolism） Congress，2012．09．10．

Barcelona

 ◇Kitajima Y, Takahashi T, Sato Y：Relationship between visceral fat area, percentage of body fat and prevalence of cardiovascular  

disease in chronic dialysis patients：American Society of Nephrology Kidney Week 2012，2012．11．12，Pennsylvania
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 ◇北島幸枝，川畑勝，若井陽希：在宅血液透析患者の食事内容と摂取栄養量の評価：第57回（社）日本透析医学会学術集会・総

会，2012．6．24．札幌

 ◇北島幸枝：高齢透析患者の栄養改善に向けて：第1回生活習慣病コーディネーター研究会，2012．04．8．東京

 ◇北島幸枝：透析患者の栄養・食事管理：第16回血液透析技術基礎セミナー，2012．8．11．東京

 ◇北島幸枝：透析患者の栄養・食事管理：第16回血液透析技術基礎セミナー，2012．9．22．神戸

 ◇北島幸枝：肥満症CKD患者の栄養指導とそのポイントはなに？（保存期CKD）：第2回生活習慣病コーディネーター研究会，

2013．1．20．東京

 ◇Miyake S, Matsuhiro S, Hirano S, Kitajima Y, Sato Y：Relationship between survival, activities of daily living and nutritional intake , body 

composition for seven years in chronic dialysis patients：34st ESPEN （The European Society for Clinical Nutrition and Metabolism） 

Congress，2012．9．10．Barcelona

 ◇小城明子：アンケート調査結果を用いた食形態の標準化の試み：第17･18回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会

栄養士交流集会パネルディスカッション「食形態の標準化～各地の取り組みから学ぶ」，2012．8．31． 札幌市

 ◇小城明子：福祉栄養士の臨床基礎講座～求められる専門性～：北海道栄養士会福祉栄養士協議会　平成24年度秋期職域別専門

研修会セミナー，2012．10．26． 札幌市

 ◇小城明子：介護職 のための嚥下食作り：東京都介護福祉士会　平成24年度 介護福祉士現任研修会「口から食べる」，2013．1．

26． 東京都江東区

 ◇小城明子：食物形態の観点：第7回日本栄養改善学会若手の会シンポジウム「高齢期の生活を考える～高齢期に対する食育，

2013．3．2．佐倉市

 ◇Sanae Saitoh, Taeko Shimoda：The effect of Japanese vinegared dishes on second-meal glucose tolerance in healthy women：

16th International Congress of Dietetics， 2012．9．5-8．Sydney

 ◇成田亮子，西念幸江，峯木真知子：脱水シートで冷蔵保存したトマトと椎茸のおいしさ：第64回日本家政学会，2012．5．

12．大阪市

 ◇清水雅富，高橋文太，三瓶謙斗，福永友紀，細井香菜，和田真実，細田明美，ピーターグルーズ，碓井之雄：脂質過酸化物

4-oxo-2-nonenalは出芽酵母の突然変異を誘導する：第35回日本分子生物学会年会，2012．12．11-14． 福岡

 ◇Junko Kondo, Mieko Baba, Akie Abe, Taeko Shimoda：Effects of the enteral nutrition containing probiotic Bifidobacterium longum 

BB536 on bowel movement and immunological parameters of the elderly patients：16th International Congress of Dietetics， 2012，

5-8，Sept．Sydney Australia

 ◇荒木達夫，小林明美，相木浩子，小池優，近藤きよ美，篠田美和，山城健二，比企能人，佐々木敬，宇都宮一典，下田妙子：

耐糖能異常者に対する高繊維食の血糖応答制御とセカンドミール効果の研究：第16回日本病態栄養学会学術総会，2013．1．

12-13，京都府

 ◇近藤順子，阿部亜希恵，清水金忠，小川康一，下田妙子：プロバイオティクビフィズス菌の摂取による高齢患者の便中細菌叢

および便通性状に対する影響の検討：第16回日本病態栄養学会学術総会，2013．1．12-13．京都府

 ◇田中寛，栗田裕美，比嘉並誠，丸谷晶美，綿引美佳，森野英里子，下田妙子：結核患者の栄養管理実態調査アンケート集計結

果について：第16回日本病態栄養学会学術総会，2013．1．12-13．京都府

 ◇飯田正子，下田妙子：食道内視鏡的粘膜下層剥離術をうけた患者の術前術後の体重と栄養状態の変化：第28回日本静脈経腸栄

養学会，2013．2．23-24．金沢

 ◇近藤順子，阿部亜希恵，清水金忠，小田巻俊孝，小川康一，下田妙子：ビフィズス菌BB536の長期投与が経腸栄養高齢患者の

便性状および腸内菌叢に及ぼす影響：第28回日本静脈経腸栄養学会，2013．2．23-24．金沢

 ◇下田妙子，齋藤さな恵，蔵田雄基，布施茜，松崎詩菜：食後血糖値上昇抑制効果に寄与する食事の組みあわせと食物繊維のセ

カンドミール効果：第16回日本病態栄養学会学術総会，2013．1．12-13．京都府

 ◇Reiko Suzuki, Takumi Aizawa, Asami Daimon, Meina Kinugasa, Ayana Takagi, Miho lshii, Chiaki Sato, Hiromi Harada, Yuki Iiduka, Aoi 

Ikedo, Haruka Kojima, Nami Tozawa, Kiwako Kawashima, Tomohiro Nakajima, Miho Kitada, Sayaka Seki, Saya Tajima, Yuki Tohata, 

Shiori Kawana, Hiroko Kanda, Sayuri Nakamura, Hajime Toyoda, Shigehira Saji：Educational Approach to preventive nutrition based 

on epidemiological evidence-Heterogeneous impact breast cancer in accordance with the life-stage of women：第59回 日本栄養改

善学会学術総会，2012．9. 愛知県（名古屋）
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 ◇Reiko Suzuki, Nicole Orsini, Shigehira Saji, Tim J Key, Alicja Wolk:Body weight and incidence of breast cancer defined by estrogen 

and progesterone receptor status-Meta-analyses（女性の体重と乳がんについて　統合解析）：国際ホルモン学会・第13回ホル

モンと癌研究会の合同学会，2012．11月．石川県

 ◇佐藤ゆき，鈴木礼子，中山祥嗣，新田裕史，田村憲治：幼児用食物摂取頻度調査票(FFQs)作成のための基礎研究：第23回日本

疫学会学術総会， 2013．1．24～26．大阪

 ◇藤野未奈，久野令子，面川舞，中森陽子，中川雄平，山岸あづみ，細田明美，福村智恵，金東浩，佐伯茂：摂取タンパク質

源の相違がメタボリックシンドロームモデル動物の耐糖能に及ぼす影響：第66回日本栄養・食糧学会大会， 2012．5．18-20．

宮城

 ◇鹿田星，篠木絵美子，石田明希，山岸あづみ，細田明美，福村智恵，金東浩，佐伯茂：メタボリック症候群モデル動物の脂質

代謝関連遺伝子の解析：第66回日本栄養・食糧学会大会， 2012．5．18-20．宮城

 ◇Akemi Hosoda, Kaori Kawana, Hideo Satsu, Masatomi Shimizu, Makoto Shimizu, Shigeru Saeki, Yukio Usui：Effects of flavonoids on 

the inflammatory mediator productions in LPS-stimulated RAW 264.7 mouse macrophage-like cells：The 16th International Congress 

of Dietetics，2012．9．5-8．Sydney

 ◇細田明美，矢部義人，薩秀夫，清水雅富，清水誠，佐伯茂，碓井之雄：LPS刺激によるマクロファージからの炎症性メディエー

ター産生におよぼすカルノシンの影響：第66回日本栄養食糧学会，2012．5．18-20．仙台

 ◇山岸あづみ，細田明美，大森桂：大学生の油脂に関するアンケート調査：第59回日本栄養改善学会学術総会，2012．9．12-

14．名古屋

 ◇鬼丸祐二，細田明美，山岸あづみ，福村智恵，金東浩，佐伯茂：リポ蛋白質受容体ファミリーによるWnt/β-cateninシグナル

伝達経路の活性化調節：日本農芸化学会2013年度大会，2013．3．24-27．宮城

 ◇三舟隆之：｢古代寺院と国造｣：あたらしい古代史の会，2012．5．19．東京

 ◇宮田美里，西念幸江，峯木真知子：熊本県郷土酒「赤酒」の漬け汁を用いた食材の相性－本みりんとの比較－：日本官能評価

学会2012年度大会，2012．11．10．世田谷区

 ◇保坂由利奈，望月麻里絵，笹本瑛子，下岡愛弓，小倉豊子，中村芽以子，下田正人，比江島欣慎，森本修三：治療用特殊食品

の利用が不可欠な慢性腎不全食は経済的負担が大きい食事か：第8回日本給食経営管理学会学術総会，2012．11．25．名古屋

 ◇高橋文太，三瓶謙斗，福永友紀，細井香菜，和田真実，細田明美， ピーターグルーズ，碓井之雄，清水雅富：出芽酵母を用い

た脂質過酸化物から誘導される突然変異の解析：第85回日本生化学会大会，2012．12．14-16．福岡

2．原著論文、総説・短報等
 ◇碓井之雄，細田明美，清水雅富．マクロファージのNO産生に及ぼすグルコサミンおよびレスベラトロールの影響．東京医療保

健大学紀要 2011；7：41-45．

 ◇北島幸枝．創傷治癒促進のための栄養管理－栄養評価法と必要栄養素量－．日本下肢救済・足病学会誌 2012；4：117-125．

 ◇小城明子．歯科領域の管理栄養士の活動－現状と今後－（依頼執筆）．日本栄養士会雑誌，日本栄養士会雑誌 2012；55：4-7．

 ◇中久木康一，戸原玄，小城明子．大規模災害時の歯科保健医療体制における摂食・嚥下障害患者に対する対応の準備状況およ

び体制整備へむけた調査．日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌 2012；16：57-63．

 ◇Yamada M, Shimizu M, Katafuchi A, Grúz P, Fujii S, Usui Y, Fuchs RP, Nohmi T. Escherichia coli DNA polymerase III is responsible for 

the high level of spontaneous mutations in mutT strains. Molecular Microbiology 2012；86：1364-75．

 ◇下田妙子，廣田幸子．中年女性の更年期症状と栄養素・食品群別摂取量との関連．総合的健康美学研究 2012；11：14-19．

 ◇酒井理恵，井上由紀，下田妙子，巴美樹．うま味物質グルタミン酸ナトリウムに対する中・高年女性の味覚感受性と嗜好性．

総合的健康美学研究 2012；11：14-19．

 ◇Junko Kondo, Jin-Zhong Xiao, Akira Shirahata, Mieko Baba, Akie Abe, Koichi Ogawa, Taeko Shimoda. The modulatory effects of 

Bifidobacterium longum BB536 on defecation in elderly patients receiving enteral feeding. World J Gastroenterol 2013；19（14）：

2162-2170.

 ◇Reiko Suzuki, Shigehira Saji and Masakazu Toi. Impact of body mass index on breast cancer in accordance with the life-stage of 

women. Front. Oncol. 2012；doi：10.3389/fonc. 2012. 00123

 ◇Hosoda A, Okai Y, Kasahara E, Inoue M, Shimizu M, Usui Y, Sekiyama A, Higashi-Okai K. Potent immunomodulating effects of 

bran extracts of traditional Japanese millets on nitric oxide and cytokine production of macrophages （RAW264.7） induced by 

lipopolysaccharide. J UOEH 2012；34（4）：285-296.
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 ◇Higashi-Okai K, Funahashi Y, Muramatsu T, Yokoi C, Goto C, Sakai A, Goto M, Hosoda A, Okai Y. Enhancing effect on radical-

scavenging activity of edible Japanese alga by heat treatment. 金城学院大学消費生活科学研究所『研究紀要』2012；16（1）：

1-12．

 ◇三舟隆之．「『日本霊異記』九州関係説話の成立」．『説話文學研究』2012；第47号：153-164頁

 ◇三舟隆之．｢浦島説話｣．『日本歴史』2013； 第776号：81-87頁

 ◇和田真実，清水雅富，細田明美，ピーターグルーズ，碓井之雄．出芽酵母における過酸化脂質分解物から誘発される遺伝子突

然変異に関する研究．東京医療保健大学紀要 2011；7：25-30．

3．著書
 ◇神田裕子，田地陽一．於：川端輝江編．改訂新版基礎栄養学－栄養素のはたらきを理解するために．東京：アイケイコーポレー

ション　2012．

 ◇小城明子．傷病者・要介護者の栄養アセスメント．於：井上修二，上原誉志夫，岡純，田中弥生編．最新臨床栄養学－新ガイ

ドライン対応－．東京：光生館 2013；27-44．

 ◇下田妙子．日本栄養士会監訳：国際標準化のための栄養ケアプロセス用語マニュアル．東京：第一出版 2012；206-222．

 ◇田中明，加藤昌彦，津田博子，豊田元，横越浩，苅部ひとみ，藤岡由美子，増子佳世：Nブックス：疾病の成り立ち臨床医学 

（管理栄養士試験改訂ガイドライン対応，第2章：疾患治療の概要，2013．

 ◇三舟隆之・河野一也･眞保昌弘他8名．｢古代東北地方への仏教伝播－『日本霊異記』下巻第4縁を中心に－｣．於：国士舘大学

考古学会編．『古代地域と地域間交流Ⅱ－寺院･官衙･瓦からみた関東と東北－』．東京：六一書房 2012．183-198．

 ◇中尾俊之，小沢尚，酒井謙，佐中孜，本田雅敬，水入苑生，市川和子，一色保子，金澤良枝，兼平奈々，佐久間昭子，佐藤照

子，鈴木亜夕帆，鈴木和子，田村智子，西村登喜子，野口節子，本田佳子，宮本佳代子，宗像伸子，最上美女江，森朝子，森瞳，

森本修三，山下光雄，山脇ふみ子，吉田朋子，渡邉榮吉，渡邊智子．於：黒川丑，清監修、中尾俊之他編集．腎臓病食品交換

表－治療食の基準－．第8版（補訂）．東京：医歯薬出版株式会社 2012

4．記録、商業誌、報告書（科学研究費等助成事業に関するもの）、その他
 ◇北島幸枝．教えて！栄養士さん！Nutrition相談室．中外製薬株式会社Cure3号．2012；4

 ◇北島幸枝．教えて！栄養士さん！Nutrition相談室．中外製薬株式会社Cure4号．2012；11

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.16肥満症食への献立展開．Nutrition Care．大阪：株式会

社メディカ出版　2012；5：49-56

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.17慢性膵炎患者への献立展．Nutrition Care．大阪：株式

会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.18肝硬変患者への献立展開．Nutrition Care．大阪：株式

会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.19嚥下困難の高齢患者食への献立展開．Nutrition Care．

大阪：株式会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.20妊娠高血圧症候群患者食への献立展開．Nutrition Care．

大阪：株式会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.21肥満および脂質異常症患者食への献立展開．Nutrition 

Care．大阪：株式会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.22化学療法施行中患者食への献立展開．Nutrition Care．

大阪：株式会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.23慢性腎不全（保存期腎不全）患者食への献立展開．

Nutrition Care．大阪：株式会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．あなたならどうする？常食→治療食献立作成レッスンNo.24食欲不振の高齢患者食への献立展開．Nutrition Care．

大阪：株式会社メディカ出版　2012；5：57-64

 ◇北島幸枝．綴じ込み企画栄養指導ツール（カリウム量）．透析ケア．大阪：株式会社メディカ出版　2013；19

 ◇北島幸枝．綴じ込み企画栄養指導ツール（エネルギー量・炭水化物量）．糖尿病ケア．大阪：株式会社メディカ出版　2013；

10
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―2012年 4月 1日～ 2013年 3月 31日

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；APRIL：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；MAY：56．

 ◇小城明子．特集　おいしく食べておだいじに！歯科治療中のやさしいごはん，ラクラクやわらかレシピ．nico．東京：クインテッ

センス出版 2012；JUNE：12-24．

 ◇小城明子．特集　おいしく食べておだいじに！歯科治療中のやさしいごはん，よりスムーズな治療のために！nico．クインテッ

センス出版 2012；JUNE：25．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；JUNE：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；JULY：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；AUGUST：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；SEPTEMBER：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；OCTOBER：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；NOVEMBER：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2012；DECEMBER：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2013；JANUARY：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2013；FEBRUARY：56．

 ◇小城明子．治療中のやわらかレシピ．nico．東京：クインテッセンス出版 2013；MARCH：56．

 ◇下田妙子．大学生のボディイメージと食および健康に関する意識・態度・行動の性差．ジェンダー問題調査・研究支援事業報

告書 2012．

医療情報学科

1．学会、研究会、講演
 ◇安在絵美，中嶋香奈子，岩上優美，井野秀一，伊福部達，山下和彦，太田裕治：高齢者の日常的バランス機能測定による転倒

リスク評価，日本生体医工学会大会，2012．5．11，福岡県福岡市

 ◇安在絵美，中嶋香奈子，岩上優美，井野秀一，伊福部達，山下和彦，太田裕治：転倒リスク評価のための靴型バランス機能計

測器の開発，LIFE2012，2012．11．4，愛知県名古屋市

 ◇和泉志津恵・深澤弘美・櫻井尚子，「高等学校の数学における新学習指導要領に対応した統計教育の評価」，「教養課程におけ

る統計教育の内容と評価について」，2012年統計関連学会連合大会，2012．9．11．北海道（北海道大学）

 ◇泉 真衣，今泉一哉：看護職員の腰痛および身体状況と健康関連QOLに関する研究：ライフサポート学会フロンティア講演会，

2012．3．3．東京

 ◇稲積宏誠，大野博之：ICTを活用した非母語話者向け日本語学習支援システムのとりくみ，情報処理学会コンピュータと教育

研究会117回研究発表会，2012．12．8．熊本

 ◇稲積宏誠，大野博之：日本語教育・日本語学習支援にICTをより広く活用していくために，タイ国日本語教育研究会第25回年

次セミナー分科会，2013．3．16．タイ

 ◇岩上優美，今泉一哉，山下和彦：足圧分布による高齢者の足部状態の評価システムの開発：第6回ITヘルスケア学会学術大会，

2012．5．27．大阪

 ◇岩上優美，今泉一哉，山下和彦：画像マッチング手法を用いた足圧分布図の分類の基礎的検討：第51回日本生体医工学会大会，

2012．5．12．福岡

 ◇今泉一哉，岩上優美，山下和彦：Development of an evaluation system for foot arch type of the elderly by using foot pressure 

distribution data，第51回日本生体医工学会大会，2012．5．12．福岡

 ◇今泉一哉，泉 真衣，山田由美：看護職員の腰痛および身体状況と健康関連QOLに関する研究：第13回日本医療情報学会看護

学術大会，2012．8．5．東京

 ◇Umehara M, Seto R, Tsumura H, Maeda H, Hirai A, Imaizumi K：Effect of an Electronic Critical Pass and Case Management Map on 

Diabetes Care：34th Annual International IEEE EMBS Conference, 2012．8．30．San Diego, CA, USA

 ◇今泉一哉，岩上優美，山下和彦：足圧分布データを用いた足部アーチ評価システムの開発：日本電気学会　医用・生体工学研

究会，2012．11．28．東京
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 ◇梅原美沙子，瀬戸僚馬，津村　宏，前田宏美，平井愛山，今泉一哉：糖尿病ケアにおける『疾病管理MAP』導入効果に関する研究：

ライフサポート学会フロンティア講演会，2012．3．3．東京

 ◇大久保憲：感染制御に関する最近の話題：第27回SCANIC学術研究会　特別講演，2012．4．21．大阪市

 ◇大久保憲：SUDのリプロセス：日本医療機器学会シンポジウム4，2012．6．8．札幌市

 ◇大久保憲：滅菌法の最新知識－ホルムアルデヒド滅菌を中心に－：第28回リスタークラブ学術集会　特別講演，2012．6．

16．東京都

 ◇大久保憲：感染制御に関する最近のトピックス：ツカザキ病院主催　中材感染制御研究セミナー，2012．6．23．姫路市

 ◇大久保憲：消化器内視鏡　洗浄消毒のガイドライン－日本，米国，中国版：東京医療保健大学大学院公開講座，2012．7．7．

東京都

 ◇大久保憲：新しい滅菌法とSUDsのリユースについて：第16回　北海道器材・感染対策研究会，2012．7．14．釧路市

 ◇大久保憲：医療関連感染対策をめぐる最近の動向：鹿児島　医療関連感染対策研修会，2012．8．1．鹿児島市

 ◇大久保憲：我が国の感染制御の道のりと地域連携ネットワーク：第4回J感染制御ネットワークフォーラム，シンポジウム「感

染制御地域ネットワークの重要性と地域連携加算」特別講演，2012．8．25．仙台市

 ◇大久保憲：感染制御の基本とファシリティマネジメント：NTT関東病院　感染対策講習会講演，2012．9．3．東京都

 ◇大久保憲：感染防止対策加算のこれまでの道のりと今後：Y’sセミナー，2012．9．15．東京都

 ◇大久保憲：洗浄・消毒・滅菌：HAICSキャリアディベロップメント講座講演，2012．9．16．東京都

 ◇大久保憲：わが国の感染制御の道のりと最近の話題－診療報酬点数，厚生労働省通知を含めて：ASPプロフェッショナル・エデュ

ケーションセミナー2012 25 year anniversary 記念大会基調講演，2012．9．17．東京都

 ◇大久保憲：感染制御の考え方と実際：総合南東北病院Medical conference，2012．9．28．岩沼市

 ◇大久保憲：手術室感染制御の最近の考え方：日本手術医学会教育セミナー，2012．9．29．山形市

 ◇大久保憲：感染防止対策加算のこれまでの道のりと今後：Y’sセミナー，2012．10．6．大阪市

 ◇大久保憲：消毒薬と感染制御に関する私見と動向：日本感染症学会東日本地方会基調講演，2012．10．11．東京都

 ◇大久保憲：滅菌を取り巻く最近の話題：明日をめざして－感染防止対策を考える会，2012．10．13．東京都

 ◇大久保憲：感染制御を考慮した病院ファシリティ：感染制御・中材ネットワーク研究会 in 山形，2012．10．21．山形市

 ◇大久保憲：カテーテル関連血流感染 CR-BSI，CLA-BSI：ICS感染制御講習会，2012．11．10．東京都

 ◇大久保憲：感染関連法規/通知にみる感染制御策の変遷：名古屋市千種保健所管内講演会，2012．11．30．名古屋市

 ◇大久保憲：新しい滅菌法とSUDsのリユースについて：第4回　北陸中材業務感染対策研究会，2012．12．9．金沢市

 ◇大久保憲：感染制御のトピックス－国の施策とその変遷－：感染制御専門薬剤師講習会講演，2013．1．12．東京都

 ◇大久保憲：CJDプリオン汚染と手術器械の処理法：HAICS CD講座講演，2012．1．13．東京都

 ◇大久保憲：感染制御の基本とファシリティマネジメント：東京医科大学感染防止講演会，2012．1．15．東京都

 ◇大久保憲：感染制御の考え方と実際：松波総合病院感染防止セミナー，2013．1．17．笠松市

 ◇大久保憲：医療機関における感染制御の基本：平成24年度厚生労働省院内感染対策講習会，2013．1．29．神戸市

 ◇大久保憲：病院感染管理を含めた患者安全管理：東京都病院協会主催「経営塾」，2013．2．8．東京都

 ◇大久保憲：感染制御の基本とファシリティマネジメント：東京大学医科学研究所附属病院講演会，2013．2．18．東京都

 ◇大久保憲：消毒・滅菌の最新情報：第28回日本環境感染学会　教育講演，2013．3．1．横浜市

 ◇大久保憲：手術部診療の歩んできた道と将来：新潟大学医歯学総合病院手術部開設50周年記念会講演，2013．3．30．新潟市

 ◇Kanazawa K, Sakato Y, Takahashi T：Pencil Tracing Mirage - Fast Generation Method of Mirage based on Paraxial Approximation 

Theory -：2013 International Workshop on Advanced Image Technology （IWAIT2013），2013. 1. 9，Nagoya Japan

 ◇駒崎俊剛：所属部署が目指す姿を考え，表現する，江戸川区多職種合同研究会，2012．9．26．東京

 ◇駒崎俊剛：QCの手法を用いた所属部署の現状把握と課題発見，江戸川区多職種合同研究会，2012．11．26．東京

 ◇駒崎俊剛：解決策の策定と工程表の活用，江戸川区多職種合同研究会，2013．1．23．東京

 ◇駒崎俊剛，真下綾子，鳥村祥子，他：DPCコードと看護必要度を用いた人員配置予測の概念モデル，第12回日本医療マネジメ

ント学会東京支部学術集会，2013．3．2．東京

 ◇駒崎俊剛：解決策実施のためのインストラクションデザイン（指示の出し方・受け方），江戸川区多職種合同研究会，2013．3．

27．東京

 ◇櫻井尚子．深澤弘美．和泉志津恵，「教養課程における統計教育の内容と評価について」，2012年統計関連学会連合大会，2012． 

9．11．札幌
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 ◇佐藤華純，今泉一哉：Android端末を用いた構音障害リハビリテーション支援アプリケーションの開発：第6回ITヘルスケア学

会学術大会，2012．5．27．大阪

 ◇Satoh H, Niki N, Eguchi K, Ohmatsu H, Kaneko M, Moriyama N：Teleradiology network system on cloud using the web medical image 

conference system with a new information security solution, SPIE MedicalImaging, San Dieg, Vol. 8674, pp. 86740X-1-8, 2012

 ◇佐藤均，飯塚篤，森本伊知郎：安心・安全な広域連携医療を目指して－セキュリティー技術の現状と課題－，第8回広域連携

医療ネットワークシステム研究会大会，2012．6．9．東京

 ◇杉田純一，高橋時市郎：Boundary Samplingを用いた点描ハーフトーニング：画像電子学会第40回年次大会，2012．6．24．東

京

 ◇Sugita J, Takahashi T：Pointillistic Halftoning for Generating Seurat’s Pointillism：International Workshop on Advanced Image 

Technology（IWAIT2013），2013. 1. 8．Nagoya

 ◇Seto R, Tsumura H：Evaluation of Workload Reduction in Order Entry between Nurses, Co-Medicals and Medical Office Assistant, 

11th International Congress on Nursing Informatics, 2012. 6. 25，Montreal, Canada

 ◇Seto R, Ikeda S：Revising a Hospital Information Service Search Engine in Japan：Adapting to Information Needs of Citizens and 

Evaluating a Smartphone Prototype, 5th World Congress on Revising a Hospital Information Service Search Engine in Japan：

Adapting to Information Needs of Citizens and Evaluating a Smartphone Prototype, 2012. 9. 15，Boston, USA

 ◇瀬戸僚馬・西大明美・中野智紀・平井愛山，糖尿病を併存する入院患者に対する糖尿病診療可視化の試み」，第38回診療情報

管理学会，2012．9．7．名古屋

 ◇瀬戸僚馬：看護危機を脱出するための日常業務の再設計，第51回日本生体医工学会大会，2012．5．11，福岡

 ◇瀬戸僚馬：臨床環境の安全と医療用RFIDタグ～看護現場の現状とシステムインテグレーション～，第87回日本医療機器学会大

会，2012．6．8．

 ◇大橋純江，梶原有美，渋木妙，菅野香麻里，瀬戸僚馬：抑制方法と看護必要度の考察，第13回日本医療情報学会看護学術大会，

2012．8．5，東京

 ◇瀬戸僚馬：大会長講演「多職種協働を支えるIT」，第13回日本医療情報学会看護学術大会論文集，2012．8．5，東京

 ◇瀬戸僚馬，西大明美，中野智紀，平井愛山：糖尿病を併存する入院患者に対する糖尿病診療可視化の試み，第38回日本診療情

報管理学会学術大会，2012．9．26，名古屋

 ◇西大明美，瀬戸僚馬，中野智紀，平井愛山：糖尿病性網膜症の入院患者に対する糖尿病診療の現状～オーダエントリシステム

に蓄積された診療データの分析を通じて～，2012．9．26，名古屋

 ◇瀬戸僚馬：医師事務作業補助者の役割と業務の確立に向けて～医師事務作業補助者の需要調査と業務実態調査からの示唆～，

第13回日本医療マネジメント学会学術総会，2012．10．12，佐世保

 ◇瀬戸僚馬，武藤正樹，成田徹郎，宮本正喜，田中博．大都市圏における地域医療連携クリティカルパスの電子化意向，第32回

医療情報学連合大会，2012．11．24，新潟

 ◇高橋時市郎，中津香奈，杉田純一：CGによる形の錯視・色の錯視，第5回錯覚ワークショップ，2012．9．18．東京

 ◇中嶋香奈子，安在絵美，齋藤倫子，岩上優美，井野秀一，伊福部達，山下和彦，太田裕治，高齢者の転倒予防を目的とした足

圧計測デバイスの開発と歩行機能評価，日本生体医工学会，2012．5．11，福岡県福岡市

 ◇中嶋香奈子，安在絵美，岩上優美，齋藤倫子，井野秀一，伊福部達，山下和彦，太田裕治，高齢者の転倒予防のための足圧計

測デバイスの開発と歩行機能評価，電気学会/電子情報通信学会（MBE研究会），2012．6．22，北海道札幌市

 ◇NAKAJIMA K, ANZAi E, IWAKAMI Y, INO S, IFUKUBE T, YAMASHITA K, OTA Y：Development of an in-shoe device to measure plantar 

pressure for evaluation of fall risks on elderly，計測自動制御学会　生体生理工学シンポジウム，2012．9．20，北海道札幌市

 ◇西大明美，瀬戸僚馬，中野智紀，平井愛山，「糖尿病性網膜症の入院患者に対する糖尿病診療の現状オーダエントリシステム

に蓄積された診療データの分析を通じて」，第38回診療情報管理学会，2012．9．6． 名古屋

 ◇深澤弘美，中本信子，櫻井尚子，和泉志津恵，「統計的問題解決型授業の評価」，2013年度数学教育学会春季年会，2013．3．

22．京都（京都大学）

 ◇深澤弘美，櫻井尚子，和泉志津恵，「学校教育における問題解決型統計教育とその評価」，第9回　統計教育の方法論ワークショッ

プ（JCOTS13），2013．3．1．東京（学習院大学）

 ◇Hosoi Y, Sugita J, Morimoto Y, Moriya T, Takahashi T：An Image Generation Method for Embroidery from Photograph：International 

Workshop on Advanced Image Technology（IWAIT2013），2013. 1. 7．Nagoya
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 ◇YAMASHITA K, NAKAJIMA K, ANZAI E, IWAKAMI E, YAMADA K, SATO M, OTA Y, INO S, IFUKUBE T：Quantitative Evaluation of 

Lower Limb Muscle Strength on Children，

 ◇山下和彦，大久保憲，楠田佳緒，太田裕治，田中聖人，徳田洋子，清水応健，神田良平，本田宏，小美野勝：医療用RFIDタグ

を利用した手術器械の管理システムの開発と洗浄効果，電気学会/電子情報通信学会（MBE研究会），2012．6．21，北海道札

幌市

 ◇山下和彦，楠田佳緒，田中聖人，徳田洋子，清水応健，神田良平，本田宏，小美野勝，太田裕治，大久保憲：洗浄評価ガイド

ラインに基づいたRFIDタグ付き手術器械の洗浄評価，日本手術医学会，2012．10．18，東京都

 ◇山下和彦，楠田佳緒，小林康子，中澤堅次：予防接種自動スケジューリングとデータ管理のためのWebアプリケーションの開発，

日本公衆衛生学会，2012．10．25，山口県山口市

 ◇山下和彦，中嶋香奈子，安在絵美，岩上優美，川澄正史，太田裕治：虚弱高齢者の転倒リスクアセスメントと地域での活用，

LIFE2012，2012．11．3，愛知県名古屋市

 ◇YAMAHITA K, KUSUDA K, TOKUDA Y, TANAKA K, SHIMIZU M, KANDA R, IWAKAMI Y, OTA Y, OKUBO T：Cleaning evaluation of 

surgical instruments with RFID tags attached based on cleaning appraisal judgment guidelines，世界滅菌供給業務世界会議

（WFHSS2012），2012．11．22，大阪府

 ◇山下和彦，大久保憲，楠田佳緒，太田裕治：RFIDタグを用いた手術器械の個体識別による患者安全の向上，電気学会超高齢社

会の医療・ヘルスケアに寄与する工学技術調査専門委員会，2012．11．28，東京都

2．原著論文，総説・短報等
 ◇ Imaizumi K, Iwakami Y, Yamashita K, Hiejima Y, Development of an evaluation system for foot arch types in the elderly using foot 

pressure distribution data. IEEE EMBC 2012：4859-4862．

 ◇岩上優美，西大明美「精神保健における地域医療ネットワークの変遷と現状」．東京医療保健大学紀要 第7巻 第1号 47-52

 ◇大久保憲．医療関連感染対策　地域支援ネットワーク構築について．感染制御 2012；8（1）：27-32．

 ◇大久保憲．厚生労働省通知「医療機関等における病院感染対策について」－わが国の感染制御の変遷を踏まえて－．感染と消

毒 2012；19：3-8．

 ◇大久保憲．診療報酬改定を考える－感染防止対策加算の改定への道のり－Special feature 感染管理と地域医療連携．感染対策

ICTジャーナル 2012；7（3）：222-228．

 ◇大久保憲．トピックス　医療機関における院内感染対策について．病院設備 2012；54（4）：84-91．

 ◇大久保憲．感染制御の道のり－厚生労働省通知から診療報酬改定へ－．The Journal of JAHMC公益社団法人日本医業経営コン

サルタント協会機関紙 2012；23（8）：11-14．

 ◇佐藤均，森山紀之：医療分野における秘密分散技術を用いたセキュリティシステムの提案，広域連携医療ネットワークシステ

ム研究会解説論文，平成24年6月

 ◇瀬戸僚馬，津村宏．医師が電子カルテ操作に費やす業務時間に関する調査，医療情報学 2012；32（2）：59-63

 ◇瀬戸僚馬． 医師事務作業補助者等に対する教育設計の国際比較，医療秘書教育全協誌 2012；10（1）：9-18

 ◇難波敦子，西大明美，瀬戸僚馬，藤野英彰，津村宏．東京医療保健大学における試験結果を基にした正確なICDコーディング

教育のための要点分析．診療情報管理．2012．05；24（1）：83-88

 ◇深澤弘美．英国王立統計学会Significanceから「統計家は人々の求める問いに答えることができる」．統計2013；3：76-79．

 ◇山下和彦，中嶋香奈子，安在絵美，楠田佳緒，佐藤満，岩上優美，川澄正史，太田裕治，井野秀一，伊福部達．骨粗鬆症検診

における骨密度と下肢筋力を用いた転倒リスクの基礎的評価．生体医工学 2013；51（1）：1-8

 ◇山下和彦，中嶋香奈子．虚弱高齢女性の転倒骨折リスク推定のための骨量と身体機能の関係に関する研究．日本骨粗鬆症学会

誌 2012；20（4）：61-66

3．著書
 ◇大久保憲．手術室環境．於：日本外科感染症学会編．周術期感染管理テキスト．東京：診断と治療社 2012；p95-100．

 ◇大久保憲．針刺しと感染症．ナーシンググラフィカ　疾病の成り立ち③．臨床微生物・医動物．矢野久子，安田陽子編集．メディ

カ出版．2012 大阪　p152-158．

 ◇大久保憲．術後感染症・創感染症．ナーシンググラフィカ5．臨床微生物・医動物．矢野久子，安田陽子編集．メディカ出版．

2012 大阪　p138-146．



東京医療保健大学 紀要
第 1号　2013年

̶ 51 ̶

―2012年 4月 1日～ 2013年 3月 31日

 ◇大久保憲．医療関連感染対策．最新・感染症治療指針．後藤　元監修．医薬ジャーナル社．2012 大阪 p82-92．

 ◇瀬戸僚馬（編著）．医師事務作業補助マネジメントBOOK－システム構築から運用管理、教育・指導まで 完全活用マニュアル，

医学通信社，2012 東京

 ◇瀬戸僚馬（編著）．師長のための看護助手・医療クラーク協働ハンドブック，日総研出版，2012．10，東京

 ◇深澤弘美（著），渡辺美智子（著），日本統計学会（編集），竹村彰通（編集），岩崎学（編集）．資料の活用－日本統計学会公

式認定統計検定4級対応．東京：東京図書2013．

 ◇YAMASHITA K, INO S. Evaluation of physical functions for fall prevention among the elderly. 於：Wenwei Yu編．Advances in 

Therapeutic Engineering. New York：CRC Press 2012；119-138

4．記録、商業誌、報告書（科学研究費等助成事業に関するもの）、その他
 ◇大久保憲．医療施設における感染制御に関する現状を把握するためのアンケート（病院用）．H23年度厚生労働科学研究費補助

金「新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業」分担研究報告書． 研究代表者　切替照雄．2012．5．P38-48．

 ◇大久保憲．平成24年度診療報酬改定　感染症対策推進の要点．INFECTION CONTROL 2012；21：430-433．

 ◇大久保憲．ここが変わってきている感染対策．エキスパートナース2012；28（9）：31-63．

 ◇大久保憲，渡辺　彰，菅谷憲夫．世界で評価される日本のインフルエンザ診療体制．日本医師会雑誌 2012；141（12）：NIN-1-8．（対

談記録）

 ◇大久保憲．医学・医療の質向上のために医療機器はいかに貢献していくか．新医療 2012；40（1）：15．

 ◇大久保憲：ICTラウンドについて：ラジオNIKKEI，2012．7．26．東京都

 ◇佐藤均，前田陽二他：電子記録応用基盤に関する調査検討報告書2012-ケース指向電子記録及び電子署名の新たなパラダイム

2012-，日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）電子記録応用基盤フォーラム（ERAP），2013年3月

 ◇佐藤均：高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔画像診断を行うための技術開発に関する研究，厚生労働科学研究費補助金・

第3次対がん総合戦略研究事業研究報告書，2013．2

 ◇瀬戸僚馬，鎌田智恵子，駒崎俊剛，他．医療保健学部 看護学科）「多職種協働に向けた医療・看護情報学の貢献」ワーキングペー

パー2012．第13回日本医療情報学会看護学術大会論文集 増刊号2012．11

 ◇瀬戸僚馬． 情報共有と連携を成功させるために～多職種間での情報共有・連携によるチーム医療に向けて～，INNERVISION 

2012；27（7Supp）：18-20
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